
 
 
 
 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

	 

 
	 

	 

	 

	 

	 

	 

第277回保険医協会研究会のご案内 

日	 時：���� �D ���� �Ô�¢ 
+ �£ �� ���� �Ì�™ ���� �Ì �¢	4�ƒ�'���£ 	 

会	 場：�v	Ó�]�-�e�©� �q�Z	.�ç�”�Ü 	 ��
	 	 	 	 （仙台市青葉区本町 2-1-29	 仙台本町ホンマビル 4F	 TEL	 022-265-1667） 
� � � � � � � � � ��Î¯�p���x ���� �Ì ���� ü�p���‡�l�o�`�‡�M�‡�b�U�z ���� �Ì�‡�p�x�j�w�è�;�±�T�’	Z�Ö�“�p�V�‡�b�{ ��

� � � � � � � � � � � ��f�•�Ž�ñ�t�M�’�l�`�Œ�l�h	Ô�ù�x�z�p�q�t�]�È�W�X�i�^�M�{ ��

 
演	 題： 

�®��
È�w 	± �w�Ï�•�q�©�J�Ã�J�È���t�m�M�o �¯ ��

   小倉整形外科院長  	–
Ô �� �H�� �¯  
	 

【講師より一言】	 

	 日本国内の試算で骨粗鬆症患者数は約 1300 万人で、有病率が国民の約 1 割に達すると言われる頻度
の高い疾病である。この疾患の治療において中心となるのは、骨吸収抑制薬のビスホスホネート（BP）
とデノスマブ（DEN）である。2003 年にこれらの薬剤使用中の患者が難治性の顎骨壊死（BRONJ）を発
症することが報告され、顎骨壊死検討委員会ポジションペーパー2016 が策定されるに至った。その中
で骨吸収抑制薬の投与を受ける予定の患者において最も大切なことは、主治医である医師と歯科医師
の緊密な連携であるとうたわれている。骨粗鬆症診療のバックグラウンドと、本年度新しく新設され
た、診療情報連携共有料について触れながら、医科歯科連携の重要性を再確認したい。	 

第 277回保険医協会研究会 参加申込み 
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	 このたび、下記の内容にて学術研究会を開催いたします。今回は医科歯科連携の重要性について、

小倉整形外科院長の小倉健氏より、自身が行っている連携の内容やそこから見えてくること等につい

てご講演いただきます。多くの方のご参加をお待ちしています。	 

◇参加費は無料です	 

◇参加対象は医療関係者です 

※準備の都合上、参加予定の方はできるだけ事前にお申し込みください。 

主催：宮城県保険医協会 
（TEL	 022-265-1667/FAX	 022-265-0576	 	 http://miyagi-hok.org	  
	 mail：miyagi-hok@doc-net.or.jp	 ） 

 

 


